2011年7月度　つぎ夢研究会定例会議事録




2011年7月24日（日）17：30～20：10






司会：辻岡先生






■連絡事項（高久先生）
○今後の定例会日程について
次回の定例会は10/2(日)へ変更
○本日（7/24）定例会の内容について
・強みのプレゼンテーションリレーについて、趣旨とフィードバックのルール説明
・これからのつぎ夢の活動について、積極的な提案や意見出しの要請
○ＴＡＣ横浜校での受験生向けイベント（9/19）について

○中小企業診断協会における資格取得・更新イベントのあり方について（出席者のニーズ確認）
■強みプレゼンリレー





○一人10分の発表に対し参加者数名から発表者へのフィードバック


○発表者は次回の発表者を指名
(発表者は5人以上になっても可)



①発表者：米内山先生
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フィードバック内容：
・もう少しゆっくり話すとさらによい。
・スライドはシンプルで見やすかった
・診断士としての方向性を出している点がよい
・レーダーチャートで強みを見せるのは面白い発想
次回発表者の指名：辻岡先生


②発表者：登山先生
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フィードバック内容：
・実体験に基づいており説得力があった
・自分のスタイルが固まっているのがよい
・前職の話が多かったので、もう少し現職の話があるとよい
次回発表者の指名：木下先生


③発表者：竹内先生
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フィードバック内容：
・資料がよくまとまっておりわかりやすい
・聞いている人の目を見て話している点がよい
次回発表者の指名：福田先生


④発表者：渡辺（篤）先生
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フィードバック内容：
・言葉がシンプルでわかりやすい
・本人の悩みなども伝わる内容で良かった
・よりテーマを出せれば内容が締まると思われる

次回発表者の指名：高木先生


⑤発表者：中久木先生
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フィードバック内容：
・人柄が伝わるプレゼンだった
・プレゼンに笑いがあって惹きつけられた
・語りかけるようなしゃべり方がよい
・内容的にもう少しインパクトがあるとよい
次回発表者の指名：恩田先生


○高久先生講評
思った以上に各自プレゼンのスキルが高かった。
次回、発表者への要望、①楽しいプレゼン（オチを入れる）②過去の実績だけでなく、
今後こうしたいという内容にする
■今後のつぎ夢の活動について
進行：森先生・中西先生
○前回意見交換を踏まえた今後の活動概要について
①趣旨
・つぎ夢の多種多様な人材の強みをオープンにしてデータベース化を進める
・これを活用することで同じ強みを持つ人たち同士の研究やコラボレーションを促進する
②つぎ夢定例会の内容
つぎ夢研究会をポータル組織として位置づけ、定例会は会員の自主的活動のサポートの場とする


＜実施事項＞
・各自のプレゼンリレー（発表１０分・質疑フィードバック5分）
・メインコンテンツ（研究発表・講演会等）
・個別チームからの連絡等

③会員の強みの共有化
強みプレゼンリレーで明らかにした会員各々の強みを蓄積・共有化し、今後の活動に活用する
④個別チームによる活動の場の提供
＜活動内容＞


コンサル案件の獲得と実施、個別テーマの勉強会、業界研究等
＜運営にあたってのルール（案）＞
・活動の内容を事前に事務局（高久先生・森先生・中西先生）へ連絡する
・つぎ夢定例会またはMLにて参画募集・告知をする
・個別チームはつぎ夢会員２名以上で構成する
・活動の成果を定例会で報告する
○強みの共有化に関する意見交換




・情報公開の対象について（つぎ夢研究会内部／外部）

・情報公開対象の優先づけについて（つぎ夢内部での公開を優先するなど）

・情報の管理・運用方法について（個人情報の取り扱い、管理する情報項目、記載事項のレベル分け要否、公開範囲の判断基準など）
・情報管理ツールについて（ＦａｃｅＢｏｏｋグループの活用など）

○情報共有化推進・運営担当について
【決定事項】

＜役割＞
意見交換の結果を踏まえて共有化の仕組みづくりを進める
＜担当＞
リーダー：北脇先生、サポート：米内山先生
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